



鎌倉時代初期、藤原定家によって創られた『物語二百番歌合』は、 『源氏物語』と『狭衣物語』の物語の歌を番えた前半部の『百番歌合』と、 『源氏物語』と『夜の寝覚』などの十篇の物語の歌を番えた後半部の『後百番歌合』からなる。各歌 は百番二百首からなり、それぞれに詞書と作者名が添えられている。古くよりこの歌合は、散逸物語の本文調査や、定家所持の『源氏物語』の本文を探る対象して取り扱われてきた。しかし、 『物語二百番歌合』はひとつの作品であり、そこには創作者
 藤原定家の意識が織































































































































































































































　『物語二百番歌合』は歌合作品であるため、まずは各番の歌について検討してみたい。八十五番は明石入道と堀川院（狭衣の父）の夢見の歌である この二歌 コントラストの美しい歌である。それを初めに感じるのは、目である。歌を読むより前 、まず並記された歌を見た読み手 、それぞれの初句の「ひかり でむ」と「ひかりうする」に着目する。そこで、この二首が対立する歌だということを自然と感じてしまう。　その後、歌を読み進めていく中で、それは確信へと変わ
るだろう。左歌は続いて「あか月ち くなりにけりいまぞみしよのゆめがたりする」と表現される。 「あか月」とうはじまりを連想させる歌語や、 「いまぞ」 、 「かた する」といった強い意志を表す詞により、読み手はこ 歌に明るい印象を持つのである。　
それに対し、右歌は「ひかりうする」の後「心ちこそせ





召人、右は女二の宮の侍女である。この二首に共通するのは湿り気であろう。 「水」 「みくさ」 「しぐ 」 「ぬ ヽ」という歌語により、読み手はまずそれを感じるが、 の他にも、 「かざし」と「さが」という語がそれを示す。左歌の「かざし」は、ここでは「葵」であり、 「葵」 「逢ふ日」と重ねて表されることが多い。また、右歌の さが」は、 「性と「さか（そうか） 」を掛けており、人が「そ か」と気づいてしまうとい 懸念を表 ている。 「逢ふ日」や人「そうか」と気づくという表現には秘密の匂いを感じる。歌を精査する中でさらにそ は実感され いく。　
本番で読み手の気をひくのは作者である。女房であるこ




と、 「むらさきのうへかくれ給て」とあり、紫の上が亡くなった「つぎのとし まつりの日」に光源氏が「こ かざしよ さへわすれにけり」と言った返事 詠んだ歌であることがわかり また、右は「おさふるそでもしぼるまで」と言った狭衣の歌を聞いて詠んだ歌だとわかる。それを踏まえて歌に目を戻すと、この二首が誰かを咎める歌であことに気づくのだ。この場合の誰かは、左は光源氏であり、右は狭衣である。女性が歌を介して男性を咎 る。そ は自ずと「恋」という言葉が脳裏にうかぶ構造である。そこへ前述の歌語が合わさることによって に色めしい湿り気を感じさせるのである　
次の八十七番は、歌合中でも特に目をひく作品である。
それは、狭衣が作歌した右歌に番えられている が名を記されていない源氏の従者だからである。詞書に り光源氏の須磨下向に従った従者であることはわかるが、彼 特別な物語の登場人物というわけ はない。 「そんな彼の歌はどん 歌な か。 」読み手の興味がまずそこ 向か は必然であろう。　
そうして歌に目を向けてみると、 「かも」 、 「は りの神」
という語に関連する「あふひ」 、 「みずがき」 、 「かしわぎ」という語が印象的であり、そこから読み手はまず両歌に目に見えな 存在を感じることとなる。　
さらに、歌意を考えてみると、左は「おもえばつらし」
という表現や「むまよりおりて御むまのくちをとりて」との詞書から、神のつれなさ 対す 恨みを抱いていることが理解される。右は「我あめもらさ とちぎらざりけむ」と、神に約束しなかったこ を悔恨していることが把捉される。 「神」を共通項とし、守られなかった左歌 、誓わなかった右歌は、異な 感情で読み手に迫ってく のだ。　『百番歌合』の八十五・八十六・八十七の各番は、それぞれの語や語から抱くイメージにより、時には相反し、時には添加し合いなが 存在している。これだけ も十分 思惟的であり、楽しむことができる。しか 、読者 興味はここで終わらない。歌を解した後 読み手が抱く













許、生れ給はむとせしその年の二月のその夜の夢にみしやう みづから須弥のやまを右 手に捧げたり。山の左右より、月日の光さやかにさし出でて世を照らす。みづからは、山 下の蔭にかくれて、その光にあ









近き世にかなひはべりぬれば、遥かに西の方 十万億の国隔てたる九品の上の望み疑ひなくな はべりぬれば、今は、ただ、迎うる蓮を待ちはべるほど その夕まで、水草清 山の末にて勤めはべらむとてなむまかり入りぬる。　
ひかり出でん暁ちかくなりにけり今ぞ見し世の夢が














































































よって読み手は「あふひ」 「かざし」 「名」 「忘れる」 「いかに」という表現に無意識の内に関心をよせる。そうすると本文中、傍線部Ｆの「恥ぢらひて聞こゆ」という表現 美しく響き、光源氏を控えめに愛する女房の姿が映し出され、それに対峙するのは傍線部Ｇ、光源氏 「一人ばかりは思し放たぬ気色なり」である。紫の上を亡くした悲 みのなぐさめに、女房の気持ち 頼 光源氏。それは逆に女房のせつな を際立たせてい 。　
それに対して右は「おさふるそでもしぼるまで」と物語























































う従者の義の歌であり、一方は女性を思う男性の恋の歌であるということである。それは「ますらおぶり」な歌と「たおやめぶり」な歌 も解されないだろうか。右近将監は自身の詠歌の後、歌を詠んだ光源氏を見て傍線部Ｌで示したように、 「あはれにめでたし」と感じている。対す 狭衣は、大和撫子に目を移してそこから若宮を想起し、それをきっかけとして女二の宮へ傍線部Ｍ ように「恋ひわびて・・・」の歌を贈るのだ。歌から物語を開いてみると、八十七番の二首は同じ「神」に対する でありながら全くと言っていいほど異なる印象を持たせ、歌で感じて た差異はより強調される。　
歌から物語へと還った時『物語二百番歌合』の歌の世界
は大きく変化する。歌の解釈を反対にする場合もあ ば、追補する場合もある。 『物語二百番歌合』というひとつの作品でありながら、そこだけではとどまらず、典拠となった物語へと還ることをうながし、さらにそこから『物語二百番歌合』の世界を拡げる。読み手が歌から物語へ還り、そこから再び歌へ 許可してやると言わんばかりの作為性である。それに我々は嵌められ 歌に興味を持ち


















一度目を向けてみよう。ここからは作者の歌数を知ることができる。しかし、実際の歌や物語は何ひとつ見えてこない。歌は歌ではなく数え れた物と化し、そうなれば物語は一層見えてこない。それはすでに と を隔ててしまっていることに他ならないのだ。　
番うこと、それは物語と歌がともにあり、対立と補完を





































10）　『物語二百番歌合 制作に際して使用された物語の本文については、井伊春樹（ 「物語二〇〇番歌合の本文─定家所持本源氏物語の性格─」 『大阪大学国文学研究室
　
語文四八』昭和六二年）などが論考を発表されており、「純正青表紙本」を依拠したとされている。 かし、 明月記』によると建久年間に定家は『源氏物語』の盗難にあっており、さらに『物語二百番歌合』の奥書では宣陽門院所持本を用いたとも記され いる。それとは別に、詞書と本文の違いは他の番 も存在し 定家の意図とも考えられる。詞書と現存本文との差異はさまざまな可能性が考えられるため、慎重に検討する必要がある。
（
11）　「古今和歌集」巻第十一
 恋一、読み人知らず『新編日本
古典文学全集』
（
12）　「六百番歌合」冬上
 一三番『新日本古典文学大系』
一八七頁
（
13）　「韻歌百廿八首和歌
 拾遺愚草」 『訳注藤原定家全歌集』
河合出書房
 久保田淳訳
（やまもと・みき、 本学大学院文学研究科人文学専攻博士後期課程）
